
























 LAJDB は，1999 年頃から本格的に取り組みはじめた。現在の状況は上の通りであり，整
備完了の項目は 119 項目，全調査項目数に対する割合は 43％，LAJ として地図化，刊行さ













図２ 山カード サンプル画面 
 
 
図３ 語彙カード サンプル画面 
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図６ シェープファイルの表示（mesh_大，海岸線，都道府県支庁界，調査 PT） 
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図７ Adobe Illustrator形式（AI形式）の基礎図（白地図）の表示（レイヤーを選択表示） 
 
 












８．公開済みの LAJ 関連のデータ 
 LAJ の関連データとして，過去に国立国語研究所「日本語情報資料館」のコンテンツと
して作成し，現在も，国立国語研究所 HP上で公開しているものに次のものがある。いずれ




９．LAJDB 処理済み 119 項目一覧 
 データベースとして利用可能になった 119 項目の一覧を示す。 
 




  （http://www.ninjal.ac.jp/research/project/b/daikibo/） 
 に公開に関する情報を掲載する。 
 
（付記）LAJDBは科学研究費研究成果公開促進費（データベース）〔平成 13,14,15,16,17,20
年，『日本言語地図』データベース（研究代表者：熊谷康雄）〕の補助を得た。 
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